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夏の暑さもだいぶ和らぎ、朝夕は肌に感じる空気もだいぶ秋らしさを感じるようになりました。しかし、暑か
ったのは気候だけではありません。夏といえばキャンプ、今年も交流の家ではたくさんの“熱い”キャンプが
実施されました。そして、どのキャンプもあかボラの活躍なしでは成功しなかったといえるでしょう。

＜主な日程＞
１日目： 10時参加者集合＠前橋駅－

昼食－開会式－レク－名札作り－テ

ント設営－ミーティング－夕食－入

浴＠粕川元気ランド－就寝

２日目：ざわざわの森発－赤城神社

－不動大滝－おおさる山乃家着

３日目：おおさる山乃家発－長七郎

山－小沼－少年自然の家着
４日目：少年自然の家発－地蔵岳－

鈴ヶ岳－出張峠ー少年自然の家着

５日目：少年自然の家発－黒檜山－

駒ヶ岳－鳥居峠（御神水＆ソフトクリ

ーム）－少年自然の家着

６日目：少年自然の家発－軽井沢峠

－荒山ー鍋割山ー森林公園ー交流

の家着ーキャンプファイヤｰ

７日目：班ごとに振り返りーBBQ（ファ
イナルパーティー）ー出発式ー解散

＊赤城主要７山を『完全制覇 』！

＜参加したあかボラのコメント＞ 今回は長期のキャンプにもかかわらず、３人が参加してくれました。

＜カウンセラー：ちゃら＞一言で言うと「参加してよかったぁ！！」ですね。班のいろんな出来事を乗り越えていくと
いうのが長期キャンプの醍醐味だと思うのですが、僕の班でもいろいろなことがありました。班のテーマはずばり「弱

音」。辛いことがあるとついつい弱音を吐いてしまう。その弱音は周りの人に影響を与えていく。今回のキャンプで僕

もそれを痛感しました。キャンプ中、班の雰囲気が悪くなった時もありました。しかし、それを乗り越えて、最後は楽し

くゴールすることができました。子どもたちが自分で変えたい、変えようという気持

ちになってくれたからだと思います。子どもが自分で変わっていく姿を見て僕は嬉

しい気持ちになったし、頑張った甲斐があったなと思います。これを見てる人、ぜ

ひ来年はカウンセラーで参加してみてください！不安かもしれません。でも赤城の

頼れる職員さんたちがサポートして相談に乗ってくれます！ボラの仲間もいます！

自分からなんでも得ようと思えば、自分にはまだ見えなかった世界がきっと見える

ようになります！僕も新しい発見があり、とても実りある7日間でした。

＜カウンセラー：みつを＞私は、今まで数多くのキャンプにリーダー・カウンセラーとして参加してきた。今回の『や
まなみチャレンジキャンプ』も今年で2回目。たくさんキャンプをしているから、2回目だから、慣れとともに感動も薄れ

てしまうのではないか。そんな思いを抱えながらこのキャンプは始まった。今年のテー

マは「赤城七山制覇！」嬉しいことも苦しいことも、みんなで一緒に分かち合い、助け合

った７日間は、私にとっての最高のキャンプになった。２回目だからこそ味わう感動は、

自然と涙をこぼしてしまいそうになるほどであった。１か月たった今でも、あの７日間は

私の活動の原動力になっているほどである。私は来年もこのキャンプに参加したい。き

っと更なる感動を得られるはずだからだ。是非皆さんも、来年、『やまなみチャレンジキ

ャンプ』に参加してみませんか？きっと最高の７日間が過ごせますよ(^^)
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＜サブ＆マネジメント：まっきー＞やまなみチャレンジキャンプで班のサブカウンセラーとマネジメントをさ
せてもらいました。一週間で赤城山を全山制覇するハードなキャンプでしたが、参加者の子ども達はとて
も元気が良くて、私は7日間でたくさんのエネルギーをもらいました。短いキャンプとは違い、毎日段々と子
どもの新しい面が見られたり、昨日できなかった事ができるようになっていく姿がたくさん見られました。
「このキャンプで○○が出来るようになった！」「周りを引っ張っていくことに対し
て自信がもてるようになった。」と、キャンプを通して自分の成長を実感出来た子
たちの手伝いが少しでも出来ていたと思うと、とても嬉しいです。私自身も、子ど
もと一緒に笑って、泣いて、歩いて、参加者の子たちに負けないくらい楽しんだ
思い出いっぱいの7日間でした。来年は、もっと多くの小中学生やあかボラの皆
さんに、このキャンプに参加してすてきな体験をして思い出を作ってほしいです。

＊来年度のカウンセラーを募集しています。興味のある人は早めに教えてね。一緒に登山の研修をしたり、
野外炊事のリスクマネジメントなどを一緒に考えたりといった、カウンセラー研修をしたいと考えています。

楽しかったぁ～。笑ったぁ～
サンサンかがやきキャンプ。
8/31（土）～9/1（日）１泊２日
で行いました。（嬉）
参加者は６人。そして、サポ
ートしてくれたスタッフは10
人。みんな、ありがとう。スタ
ッフは、みくろん、みかちん、
ごま、ちょっぱー、たま（ごま
やちょっぱーの後輩できょん
の先輩です。）、きょん、みー
ちゅん、みつお、マックス、ゆ
うくん＋宙丼とヒロ３。

実施するにあたっては、当日までに２回の
ミーティングを行いました。１回目は、プロ
グラムの検討＋かき氷（？）。２回目は、ス
タッフだけで日帰りのプレキャンプをして、
役割分担や実際にうどんを打ったり、子供
たちにわかりやすく進行を伝えるためにイ
ラストの説明ボードや表を一生懸命に作り
ました。遅くまでみんな センキュー。（感）

おかげで、台風が心配され、中止もありえ
るか。と思っていたけど、なんと１日目の午
後からぐんぐん天候がよくなって最高のキ
ャンプに。１日目は、明治大学の多田先生
をお呼びして障がい児キャンプにおける対
象理解について学びました。午後から、参
加者の子供たちがやってきてスタート。
今回のプログラムメニューはスペースの関
係上、写真を見て、想像してね。
Don`t think feel （byブルース・リー）

子どもたちに、いろいろサポートしてくれた
みんな、あ・り・が・と・う。そうそう、裏方で
がんばってくれたマネジメントみくろん＆み
ーちゅん身体はちぃちゃいけれど、とっても
頼もしかったよ（凄）
また、みんなで、やりまっしょい。 )^o^(


